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『道の駅』に関するアンケート

『道の駅』は「道路利用者に安全で快適な道路交通環境を提供し、

地域振興にも寄与できる公共施設を」という目的で登録制度がスタ

ートしてから�年目に入りました。改めて『道の駅』について、率

直なご意見をお聞かせください。

Ｑ１．あなたが『道の駅』に期待するのはどんなことですか？（該

当するもの６つまで）

①十分な駐車場、休憩スペース ②地元の人とのふれあい

③経路や混雑などの道路情報 ④災害時の避難所の機能

⑤地域の歴史や文化を学んだり展示会など活動の場

⑥近隣の道の駅の情報

⑦年中無休、�時間利用可能などのサービス

⑧防災備蓄や設備の充実 ⑨地元や近隣の催事や観光情報

⑩災害の歴史を含む地域の地理的特徴の情報

⑪地域住民の寄りあいの拠点 ⑫情報提供システムの整備

⑬その土地ならではの産品、郷土料理

⑭災害時の復旧、救援活動の拠点 ⑮周遊など広域的な観光情報

⑯感じのよい駅員（スタッフ）の応対 ⑰ソバ打ち等の体験

⑱緊急医療情報や災害情報の提供

Ｑ２．今まであなたが利用した道の駅で、道の駅らしい（お気に入

りの）駅はありますか？ 駅名とその理由をお聞かせください。（３

つまで）

Ｑ３．道の駅らしくない�お勧めできない�と思う駅はありますか？

駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）

Ｑ４．『道の駅�への要望・期待などありましたらお聞かせください�

Ｑ５．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者

と
共
に
考
え
よ
う
と
毎
号
、
「
人
と
道
」
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意

見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行

政
や「
道
の
駅
」関
係
の
諸
団
体
に
も
提
供
し
、

「
道
の
駅
」
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
ま

す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み

を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外

部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
�
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
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回答用紙に記入し�点線に沿って切り抜き�ハガキに貼付して投函してください�ホームペー

ジ�����������������‐�������������からも回答できます。締切は平成�年１月�日。宛先

は、〒102‐0075東京都千代田区三番町７－１ 朝日三番町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会。

ご回答方法

第�号『道の駅に関するアンケート』回答用紙

Ｑ１：① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

Ｑ２：１）ａ．駅名

ｂ．理由� �

２）ａ．駅名

ｂ．理由� �

３）ａ．駅名

ｂ．理由� �

Ｑ３：１）ａ．駅名

ｂ．理由� �

２）ａ．駅名

ｂ．理由� �

３）ａ．駅名

ｂ．理由� �

Ｑ４：� �

Ｑ５：ａ） 県 ｂ）�駅名�

お名前
フ リ ガ ナ

：

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号：� �－� �－� �

性別：男性・女性： 歳 ご職業：

通信欄：�その他ご意見等がありましたらご記入ください�
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春木一也店長

『全国道の駅発祥の地』である当駅で

は、水と緑に囲まれたのどかな雰囲気と水琴窟の

澄んだ音色がドライブ疲れを癒してくれます。お

食事は新鮮な山の幸・海の幸と手づくりにこだわ

った『龍頭ヶ滝定食』をどうぞ。売店では厳選し

た材料の『みそまんじゅう』が人気です。

島根県雲南市掛合町掛合1800－2

国道�号 ����0854－62－1510

木村輝明駅長

十和田湖、奥入瀬渓流観光東玄関口に

位置し広大で美しい景観を楽しめます。東北最大

規模のログハウス内レストランで、自慢の十和田

湖和牛ステーキやご当地Ｂ－１グルメの十和田バ

ラ焼、奥入瀬源流水のコーヒーを召し上がり下さ

い。４種類の地ビールもオススメ。

青森県十和田市大字奥瀬字堰道�－1

国道102号 ����0176－�－3201

島内邦夫駅長

九州筑後平野の中央にあり、周辺はの

どかな田園風景と掘割が広がる癒しの空間です。

九州一のきのこ産地なので、直売所でもきのこの

もぎ取り体験が人気。周辺の農地を使った収穫体

験も多数行われ、採れた野菜を食べられるレスト

ランも。めぇーよ駅長ユキちゃんも待ってます。

福岡県大木町横溝1331－1

国道442号バイパス ����0944－75－2150

ドイツ映画に学ぶ・市民の力

シ
ェ
ー
ナ
ウ
で
も
、
電
力

会
社
や
官
僚
の
圧
力
に
屈
し

か
け
る
が
、
そ
こ
で
妥
協
せ

ず
支
援
活
動
の
輪
を
広
げ
て

対
抗
し
た
。そ
の
パ
ワ
ー
は
、

自
分
た
ち
が
住
む
町
、
子
ど

も
や
孫
の
未
来
を
想
う
こ
と

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
人
任

せ
に
せ
ず
徹
底
的
に
自
分
た

ち
の
手
作
り
の
仕
組
み
を
作

る
。市

民
の
情
報
発
信
か
ら
始

ま
り
、
自
分
た
ち
の
電
力
会

社
を
作
っ
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
を
実
現
し
、
国
の

政
策
ま
で
変
え
た
の
だ
。

ド
イ
ツ
人
は
国
が
定
め
た

仕
組
み
に
従
順
で
、
市
民
運
動

で
仕
組
み
を
変
え
る
パ
ワ
ー
は

持
た
な
い
国
民
と
思
っ
た
が
、

シ
ェ
ー
ナ
ウ
は
市
民
の
手
で
社

会
の
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
る
こ

と
を
証
明
し
た
。

私
も
自
分
の
住
む
地
域
に
目

を
向
け
た
市
民
活
動
の
展
開
を

考
え
た
い
。
そ
の
時
に
着
目
す

べ
き
は
全
国
で
１
０
０
０
カ
所

に
も
な
る
「
道
の
駅
」
だ
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
農
業
が
自
然
や
命

を
守
る
�
仕
事
�
を
す
れ
ば
、
地

域
の
道
の
駅
は
そ
の
活
動
を
支

援
す
る
拠
点
に
な
れ
る
。
道
の

駅
に
は
地
域
住
民
の
ほ
か
遠
隔

地
の
市
民
も
立
ち
寄
る
。
一
つ
の

道
の
駅
で
１
０
０
０
人
の
市
民
が

活
動
す
れ
ば
、
全
国
で
１
０
０
万

人
の
活
動
と
な
り
、
シ
ェ
ー
ナ
ウ

の
活
動
が
１
０
０
０
カ
所
で
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

道
の
駅
の
活
動
も
「
仕
事
」
と

「
稼
ぎ
」の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
。

地
域
住
民
に
よ
る
自
然
や
命
を
守

る
�
仕
事
�
を
情
報
発
信
し
、
活
動

を
支
援
す
る
市
民
の
輪
を
広
げ

る
。
そ
れ
が
道
の
駅
の
仕
事
で
本

来
担
う
べ
き
機
能
で
も
あ
ろ
う
。

道
の
駅
を
地
域
の
活
動
拠
点
に

生
き
も
の
調
査
活
動
は
、
地
域

の
自
然
と
命
を
守
る「
仕
事
」だ
。

そ
の
活
動
の
拠
点
を
道
の
駅
に
置

け
ま
い
か
。
地
域
の
四
季
の
変
化

と
生
き
も
の
の
命
の
繋
が
り
が
分

か
る
情
報
を
発
信
し
、
道
の
駅
は

地
域
住
民
と
遠
く
の
市
民
の「
心
」

を
つ
な
ぐ
仕
事
が
で
き
る
。

農
産
物
直
売
と
い
う
�
稼
ぎ
�
の

切
り
口
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
自
然
と
命
を
守
る「
仕
事
」

を
す
る
市
民
が
集
う
場
所
、
そ
れ

が
道
の
駅
で
あ
れ
ば
、
と
想
う
。

東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
。
三
重
県
生
ま
れ
、
東
北
大
学
大

学
院
修
了
。
広
島
大
学
助
手
を
経
て
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
同
教

授
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
客
員
教
授
、
麗
澤
大
学
客
員
教
授
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

立
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０
７
年
に
紫
綬
褒
章
受
章
。

環
境
考
古
学
者

安
田

喜
憲
さ
ん
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東
日
本
大
震
災
で
脚
光
を
浴

び
た
「
環
境
考
古
学
」
。
そ
の

生
み
の
親
で
こ
の
道
の
第
一
人

者
だ
。
気
候
や
地
理
条
件
な
ど

人
間
の
生
活
に
環
境
が
ど
ん
な

影
響
を
与
え
た
か
。
土
中
の
花

粉
の
化
石
な
ど
か
ら
自
然
環
境

の
変
遷
を
探
る
地
道
な
学
問
。

自
然
の
影
響
を
受
け
て
土
地
は

ど
う
変
化
し
、
人
は
土
地
を
ど

う
利
用
し
て
き
た
か
。
災
害
の

歴
史
も
分
か
り
、
将
来
予
測
に

も
役
立
つ
。

だ
が
、
学
問
と
し
て
認
知
さ

れ
る
ま
で
は
苦
労
の
連
続
。「
森

が
な
く
な
る
と
文
明
は
滅
び

る
」
。
「
気
候
が
変
わ
っ
た
ら

文
明
が
崩
壊
す
る
」
と
指
摘
し

て
も
気
に
と
め
る
人
は
い
な
か

っ
た
。
当
時
の
学
会
は
経
済
的

研
究
が
主
流
で
相
手
に
さ
れ
な

い
。
大
学
の
教
員
公
募
に
�
回

も
落
ち
、
広
島
大
学
助
手
で
�

年
間
、
下
積
み
の
研
究
を
続
け

た
。そ

れ
に
も
め
げ
ず
１
９
８
０

年
、
環
境
考
古
学
を
提
唱
し
、

環
境
と
人
間
生
活
の
か
か
わ
り

解
明
に
熱
中
し
た
。
注
目
さ
れ

始
め
た
の
は
�
年
代
後
半
。
地

球
環
境
問
題
が
人
々
の
注
目
を

あ
び
は
じ
め
て
か
ら
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
環
境
考
古
学
に
革

命
を
も
た
ら
す
発
見
が
あ
っ

た
。
日
本
の
湖
底
の
堆
積
物
に

は
夏
と
冬
で
繁
茂
状
況
の
違
う

珪
藻
（
け
い
そ
う
）
が
年

輪
の
よ
う
に
何
千
年
分
も

縞
模
様
と
な
り
、
堆
積
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ

の
年
縞
の
発
見
で
１
年
単
位
の

年
代
測
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

今
世
界
は
、
市
場
原
理
主
義

一
色
だ
が
、
「
山
川
草
木
国
土

悉
皆
成
仏
」
と
、
植
物
に
も
心

が
あ
る
と
信
じ
て
き
た
日
本
人

の
環
境
意
識
は
、
国
際
的
に
も

先
進
的
だ
と
評
価
さ
れ
て
お
り

誇
っ
て
い
い
、
と
考
え
る
。

来
日
し
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
�

世
と
も
、
環
境
や
文
明
に
つ
い

て
宗
派
を
超
え
語
り
合
っ
た
。

日
本
人
は
、
「
利
他
の
心
」
で

地
球
環
境
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
、
と
訴
え
る
。

地
球
環
境
�
利
他
の
心
�
で
大
切
に
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「
命
を
育
む
農
地
」
へ
の
取
り

組
み
は
韓
国
で
も
広
が
る

第35号読者アンケート結果：�これからの道の駅�
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宮
城
県
内
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
を
、
７
月
末
と
８
月

上
旬
に
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
瓦
礫
は
一
次
集
約
さ
れ
て

い
る
も
の
の
山
高
く
残
っ
て
い
る

ほ
か
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

し
た
。
関
係
者
の
尽
力
に
も
拘
ら

ず
復
旧
復
興
ま

ま
な
ら
ず
、
課

題
あ
り
と
い
う

印
象
で
す
。

被
災
地
の
市
町
村
の
人
手
不
足

を
痛
感
し
ま
し
た
。
家
族
、
親
類

な
ど
を
含
め
被
災
し
た
不
幸
な
職

員
も
多
く
、
利
害
関
係
者
と
の
調

整
の
み
な
ら
ず
、
行
政
間
の
調
整

な
ど
複
雑
且
つ
困
難
な
業
務
で
、

疲
労
困
堟
状
況
に
陥
っ
て
は
い
な

い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
緊
急
時

と
い
う
意
識
も
薄
れ
、
被
災
前
の

し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
と
想
わ
れ
ま

す
。
職
員
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た

が
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
の
復
興
道
路
で
の
「
事
業
促
進

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
、
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
な
ど
、
「
民
」
の

更
な
る
活
用
も
検
討
に
値
す
る
の

で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
ま
す
。

復
旧
復
興
工
事
も
動
き
出
し
、

夫
々
の
工
程
計
画
も
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
立
ち
寄
っ
た
現
場
で

は
、
被
災
地
外
か
ら
の
移
動
で
人

手
の
手
配
や
中
古
活
用
な
ど
で
建

設
機
械
の
手
配
は
目
途
が
付
き
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
資
材
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る
と
の
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
公
共
事
業
削
減

が
背
景
に
あ
る
と
想
わ
れ
ま
す

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
売
り
手
市

場
で
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
現
場
が
本
格
的

に
稼
働
す
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て

は
施
工
工
程
に
支
障
が
出
た
り
、

資
材
の
高
騰
と
い
う
事
態
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。

各
現
場
を
束
ね
た
地
域
ご
と
の

需
給
見
通
し
の
下
、
適
切
な
調
整

を
す
る
こ
と
、
ト
ー
タ
ル
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
石
巻
港
で
の
災
害
廃
棄
物

処
理
を
受
け
持
っ

て
い
る
建
設
会

社
、
技
術
者
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
場
に
は
そ

の
力
は
備
わ
っ
て
い
る
と
想
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど
に
よ

り
、
現
場
に
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ド
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

復
興
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
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「道の駅」の登録制度がスタートして�年目。今回は「これからの

道の駅」について、道の駅に期待すること、お気に入りの道の駅、お

勧めできない道の駅などについてお聞きし、302名の方から回答を頂

きました。

道の駅に期待するもので最も多かったのは①「十分な休憩スペース」

（76�2％）で、以下②『災害時の防災拠点』（52�3％）、③『�時間

営業』（47�0％）、④『地元の新鮮な野菜・魚介類』（41�7％）、⑤

『その土地ならではの特産品』（41�1％）がベスト５であった。

東日本大震災後、国民の防災意識の高まりを反映し、『知らない土

地に行けば、道の駅が頼り。災害が起きた場合の避難や迂回路を道の

駅で表示してくれることを期待。』（岩手県・女性・�歳）という意

見のように、災害時の道の駅への期待の大きさを現している。

「道の駅らしい道の駅」としてあげられたのは383駅あり、特定の

道の駅が人気を集めるということはなく、それぞれの地域で特徴のあ

る道の駅が推薦されたようだ。

また、「お勧めできない道の駅」としてあげられたのは209駅でお

勧め駅（383駅）より大幅に少なく、特定の駅に集中するようなこと

もなかった。

高橋優マネージャー

風光明媚な田園風景が広がる「岩船米

コシヒカリ」穀倉地帯のほぼ中央にあります。岩

船米販売はむろん、とちの実、よもぎ、豆、茶を

練り合わせた自慢のもち製品、しっとりもちもち

の無添加100％米粉パン、笹だんご、健康によいと

好評のテンペ入り饅頭の販売も盛況です。

新潟県村上市九日市809

国道７号 ����0254－66－8172

三池和臣課長

阿蘇の玄関口として年間100万人以上

に利用され、アクセスしやすさも魅力です。イチ

オシは、特産の「からいも」商品。中でもからい

ものたい焼きはボリュームたっぷりで、芋餡と粒

餡が詰まり二度おいしいと評判です。からいも料

理コンテストの入賞作品も味わえます。

熊本県大津町引水750

国道�号 ����096－294－1600

田口大志支配人

木曽川の源流、豊かな自然と下呂温泉

などの名所史跡に囲まれ、伊勢神宮式年遷宮の御

神木・木曽ヒノキを産出します。当駅には特産ミ

ネラルトマトや朴葉寿司をはじめ高原野菜や加工

品が沢山。行政とも協力し地域活性化の人材育成

にも積極的に取り組んでいます。

岐阜県中津川市加子母3900

国道257号 ����0573－79－3319

省
庁
一
体
の
地
域
政
策
を

国
土
の
安
全
・
安
心
を
語
る

際
、何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、「
命

の
価
値
観
」
で
あ
る
。

「
農
業
」と
い
う
漢
字
は
「
農
」

と
「
業
」
か
ら
成
る
が
、
現
在
の

農
業
の
議
論
で
は
「
業
」
と
い
う

「
お
金
」
の
価
値
観
だ
け
で
語
ら

れ
「
農
」
と
い
う
「
命
」
の
価
値

観
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

農
協
な
ど
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
全
国

大
会
は
先
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参

加
反
対
を
決
議
す
る
一
方
、
将
来

的
な
「
脱
原
発
」
宣
言
を
採
択
し

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
で
日
本
の
農
業
は

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
と
い
う
お

金
の
価
値
観
の
半
面
、
脱
原
発
は

命
の
価
値
観
だ
。
日
本
農
業
が「
命

の
価
値
観
の
論
理
」
で
語
ら
れ
る

な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
日

本
人
と
生
き
も
の
の
命
を
育
む
農

地
と
い
う
国
土
を
荒
廃
さ
せ
る
こ

と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

群
馬
県
上
野
村
で
畑
を
耕
し
東

京
と
の
往
復
生
活
を
続
け
Ｎ
Ｐ
Ｏ

森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事

も
務
め
る
哲
学
者
、
内
山
節
・
立

教
大
学
大
学
院
教
授
は
、
「
農
」

と
「
業
」
の
論
理
を
「
仕
事
」
と

「
稼
ぎ
」と
表
現
す
る
。
「
仕
事
」

と
は
畑
を
作
っ
た
り
、
樹
の
枝
打

ち
を
し
た
り
、
リ
ン
ゴ
を
育
て
た

り
、
あ
ぜ
道
を
直
す
な
ど
自
然
を

守
る
働
き
を
言
い
、
そ
れ
以
外
は

み
ん
な
「
稼
ぎ
」
だ
と
い
う
。

自
然
を
守
る
「
仕
事
」
と
「
稼

ぎ
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か

が
問
題
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
分
岐
点

が
重
要
。
私
達
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ
の

分
岐
点
を
自
覚
す
る
た
め
「
生
き

も
の
調
査
」
を
し
て
い
る
。
分
岐

点
は
集
落
の
環
境
や
近
代
農
法
、

個
々
の
農
業
経
営
の
状
況
ご
と
に

異
な
り
、
農
家
の
仕
事
へ
の
地
域

の
金
銭
的
支
援
や
心
情
的
支
援
に

よ
っ
て
も
異
な
る
。

直
接
支
援
で
あ
る
農
村
環
境
対

策
費
は
「
仕
事
」
へ
の
国
家
的
支

援
だ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
認
知
度

が
低
い
。
自
然
や
命
に
対
す
る
地

域
政
策
を
展
開
す
る
に
は
農
水
、

環
境
、
国
土
交
通
各
省
が
一
体
で

取
り
組
ま
な
い
限
り
難
し
い
。
Ｅ

Ｕ
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
�
年
前
か
ら

省
庁
再
編
で
実
行
し
て
い
る
。

そ
れ
を
打
破
す
る
の
は
市
民
活

動
の
パ
ワ
ー
だ
。
市
民
の
力
を
再

認
識
し
た
映
画
「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の

想
い
」
を
紹
介
し
、
市
民
の
手
に

よ
る
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

ド
イ
ツ
南
西
部
シ
ュ
バ
ル
ト
バ

ル
ト
（
黒
い
森
）
に
あ
る
人
口
２

５
０
０
人
の
小
さ
な
町
の
話
。
１

９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
か
ら
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
運
動
に
始
ま
り
、
実
現
不
可
能

と
思
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
電
力
供
給
に
成
功
。
「
市

民
に
よ
る
電
力
会
社（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）」

を
立
ち
上
げ
、
今
は
ド
イ
ツ
国
内

に
�
万
人
の
顧
客
を
抱
え
る
。

私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
翌
年
か
ら
３
年
間
、
当
時
の
西

ド
イ
ツ
に
駐
在
し
東
欧
諸
国
か
ら

脱
脂
粉
乳
を
日
本
へ
輸
出
す
る
仕

事
に
も
携
わ
っ
た
。
脱
脂
粉
乳
か

ら
放
射
能
が
検
出
さ
れ
輸
出
か
ら

外
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
東

西
合
併
後
ド
イ
ツ
で
の
こ
の
市
民

運
動
は
知
ら
な
か
っ
た
。
福
島
事

故
直
後
に
ド
イ
ツ
政
府
が
脱
原
発

に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
が
、
い
か

に
環
境
政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
て

も
、
電
力
供
給
に
不
安
を
感
じ
さ

せ
る
脱
原
発
に
転
換
す
る
と
は
理

論
的
な
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
な
い
と

驚
い
た
。
そ
ん
な
疑
問
は
こ
の
映

画
を
見
て
払
拭
さ
れ
た
。

農業と国土

ＮＰＯ生物多様性

農業支援センター

理事長 原 耕造
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